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 今年になってタヌキを見ましたか？人ではなく、獣の方です。 
 保護区や観察舎前を流れる丸浜川沿いで、見かけた方も多いのではないでしょうか。先日も

スタッフが保護区の中で至近距離で遭遇し、本人もですがタヌキも驚いた顔をしていたとか。 

このタヌキ、保護区とその周辺を行ったり来たりして生活しているようです。タヌキは数頭

が同じ場所に糞をする習性（溜め糞）があり、観察路の真ん中や木の根元など下草があまり生

えていないところを使うので目立ちます。糞を観察すると何を食べたのかが分かります。保護

区で生活しているザリガニや虫、植物の種など。時には、ドッグフードもあるので、保護区の

中だけではなく住宅地の方にも行っているようです。 

 この溜め糞にセンサーカメラを設置したところ、タヌキはもちろんですが、ネズミが消化さ

れずに出てきた植物の種を食べに来ている様子が観察されたことから、他の生き物の餌場とし

ても利用されていることが分かりました。 

 これらのことは、日本大学の学生さんたちがサークル活動の一環として 7年ほど前から行っ

ている調査から分かってきました。友の会は、これからもタヌキ好き・哺乳類好きの仲間を増

やしていって情報交換などを出来たらいいなと考えています。 （タヌキ調査助っ人 さとゆ） 

 

 

 

 

 

 

 

            

＝閑話＝＊タヌキのはなし＊ 

タヌキ用足し中 ネズミごはん物色中 

ヒクイナごはんついばみ中 

＜溜め糞のセンサーカメラ画像＞ 
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オカヨシガモ 

カルガモ 

ハシビロガモ 

コガモ 

ホシハジロ 

キンクロハジロ 

スズガモ 

ウミアイサ 

カイツブリ 

カンムリカイツブリ 

ハジロカイツブリ 

カワウ 

水鳥類 

猛禽類 

2018 年 3 月から 4 月の保護区鳥類調査の結果です。この二ヶ月で 59 種を記録しました。夏鳥が

渡って来ました。ツバメ（初認日 3/17）、コチドリ（3/25）、オオヨシキリ（4/23）でした。 

また、多くの鳥の繁殖期でもあります。保護区でシジュウカラ、ハシブトガラスが巣造りしてい

る様子が確認されました。エナガの若鳥が行徳高校付近で確認されており保護区もしくは近隣で繁

殖した様子です。これらのことは 20 年間では初めてのことです。カワウの雛の声が対岸にもよく

聞こえ、親ほども大きなものもいます。アオサギは、今季は北池で営巣が確認されていないものの

カワウコロニー内に少なくとも 14 巣。ダイサギも営巣が確認されています。 

キジバト 

カワセミ 

コゲラ 

モズ 

オナガ 

ハシボソガラス 

ハシブトガラス 

シジュウカラ 

ツバメ 

ヒヨドリ 

ウグイス 

エナガ 

メジロ 

オオヨシキリ 

セッカ 

その他小鳥など 

ムクドリ 

シロハラ 

ツグミ 

ジョウビタキ 

キビタキ 

スズメ 

ハクセキレイ 

カワラヒワ 

ベニマシコ 

シメ 

ホオジロ 

アオジ 

オオジュリン 

ドバト 

ミサゴ 

トビ 

チュウヒ 

ハイタカ 

オオタカ  

ノスリ 

ゴイサギ 

アオサギ 

ダイサギ 

コサギ 

バン 

オオバン 

コチドリ 

タシギ 

イソシギ 

ユリカモメ 

セグロカモメ 

エナガ若鳥 

（写真提供：福田氏） 






